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第36回

草原の民族自然誌──まき場とかや場
2004 年 7 月 3 日

ここ 10 年ほどの間に、私たちが長く「自然」としてつきあってきた二次的自然を評価、さらには保

全すべきであるという考え方が社会的に受け入れられるようになり、「里山」はそのキーワードとして

認知されるようになった。しかし、その具体的なイメージとなると、「雑木林」の域を出ることは少なかっ

たように思う。実際には日本の二次的自然はさまざまな景観要素から成り立っていたはずである。今回

は、そのなかでも重要な要素であったと考えられる「草原」をとりあげた。そのきっかけになったのは、

近年出版された興味深い 2冊の著作、上田孝道氏による『和牛のノシバ放牧』（農山漁村文化協会）と水

本邦彦氏による『草山の語る近世』（山川出版社）である。

はじめに発表をお願いした上田孝道氏は高知県畜産試験場で和牛の放牧・繁殖技術の研究普及に長く

携わった方である。発表は「和牛の山地放牧──きた道、これからの道」と題し、シバ群落の実物やた

くさんの珍しいスライドを用いて進められた。シバ（いわゆるノシバ）はもともと海岸などにはえてい

たと推定されるが、牛の糞に種子が混じって散布され、牛を養う能力も牛の摂食に耐える能力も高いた

め、放牧下で安定した群落となる。本来、牛にとって健康な状態は、現在一般に目標とされているより

もやせぎみであって、そのように育てられた牛は急斜面も歩き回り、さまざまな草木を餌とし、森を開

いて草原にする力をもっている。牛の力をじょうずに引き出せば現在の荒れた里山を省力的に管理する

ことも可能であると氏は説明する。

つぎに水本邦彦氏（京都府立大学文学部）が「江戸時代の草山と草肥」と題して発表した。日本の中

世社会史を専門とする氏は、草や柴を肥料として田に敷き込むようすを描いた『成形図説』と『善光寺

道名所図会』の絵図を示して話を始めた。西日本の村々に属する山には林に被われたものよりもむしろ

草山・柴山が多かったことが、帳簿などの資料からもうかがわれるという。草や柴は肥料、飼料、燃料

として必須の資源であった。話題は草山の管理をめぐる村と村の争い（山論）にまで及んだ。

最後に村田源氏（元京都大学、現在は花明山植物園）に、植物分類学の立場から、草原生植物の由来と

保全について解説していただいた。草原の植物は本来、樹木との競争を避けて、山の尾根筋のようなと

ころに生えていたものであるが、人間が山を継続的に利用管理するようになった結果、分布範囲を拡げ

たものである。そのかなりのものが、現在、絶滅が心配されるまでに減ってしまっているという。

草原と家畜は日本における人間と自然の関係を理解する上で非常に重要な要素である、とまとめたので

はいわずもがなになってしまうが、実際、筆者自身、これらの話を聞いた後では、野山を見る目が以前と

は違ってしまっている。今後さらにさまざまな角度から検討されなければならない問題であると感じた。
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